
活動報告 

団 体 名 一般社団法人くまもと復興支援センター 

活 動 名 震災二次被害防止のための地域みまもり及び地域住民交流事業 

活動期間 2016年 9月～2017年 3月 

活動の成果 

熊本地震では非常に多くの方が家や家財を失われました。  

物理的な復興は徐々に進んできておりますが、地震により地域のコミュニティか

ら離脱しなければならなくなった方々、特に高齢者の不安と恐怖はなかなかぬぐ

うことができません。  

今も仮設住宅にお住まいの方も多く、私達は主にみなし仮設住宅に住まわざるを

えなくなった方々の心の復興のために、当団体は、心の復興事業を続けて来まし

た。具体的には地域コミュニティから離れ、相談する人もいない被災者の方々に

見守り活動とお声掛けをして、集いの場、相談の場を提供しております。  

現在は水前寺公園参道商店街にある「健康ふれあい広場」にて、被災された方々を

対象に、無料イベントを毎日行っております。来場者も日に日に増え、当団体のイ

ベントに参加して頂く事で、仲間も増え、孤独感、不安感がなくなったと言って頂

く方々が増えてまいりました。  

また、心の震災二次被害を防止すべく、認知症対策に力を入れ、楽しく且つ認知症

予防に効果的なイベントを工夫しながら事業を続け、今後も引き続き被災者の不

安を和らげるために活動して参ります。 

寄付者への 

メッセージ 

ご寄付を頂いた全国の皆さまには心より感謝申し上げます。  

私ども一般社団法人くまもと復興支援センターは、皆さまから頂きました浄財を、

熊本地震被災者の心の復興事業にすべて使わせて頂きます。  

地震は物だけではなく、被災された方々の心にも計り知れない大きな打撃を与え

ております。  

特に高齢者や母子家庭の方々等のいわゆる震災弱者の方々にとっては、災害の被

害は他の方々に比べ心の傷はとても大きいです。当団体では、そういった方々の

心が少しでも早く前に向けることが出来るようなお手伝いをしております。  

認知症等や自殺等のメンタル面での震災の二次被害は今からが増えてくる可能性

が高いと考えております。  

当団体ではこれからも被災者の方々の心を前向きに持っていく努力を、イベント

等の活動を通じて続けてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（活動のようす） 

 

 


